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#10-17 

【４月１７日～４月２３日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２２年４月２７日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼憲法改正・議会解散問題 

・２０日、憲法裁判所は、共産党の発表した憲法改正案を４

月２９日に、ＡＥＩ政府の改正案を５月４日に審議すると発表。 

・２０日、ルプ民主党党首は、議会は５月中に議会解散の日

を決定しなければならないと発言。 

▼２２日、レムラー駐モルドバＯＳＣＥ代表とギンプ大

統領代行の会談 

・レムラー駐モルドバＯＳＣＥ代表は、議会解散前に憲法７８

条を改正すべきとするギンプ大統領代行の考えを支持する

旨発言。 

・両者はまたヴァルダニヤン記者の拘束問題について協議。

ギンプ大統領代行は、政府は解放に向けて努力していると

強調、ＯＳＣＥに対し、ロシア大使館及び国際機関への働き

かけを依頼。 

▼その他 

・１７日、社会民主党は党大会を開催し、シェリン氏（映画館

チェーンを所有するビジネスマン）を党首に選出。シェリン

新党首は、ガガウズ自治共和国と沿ドニエストル地域の代表

が参加する憲法改正プロセスの実施、ロシア語の第二外国

語の地位等を主張。ブラギシュ前党首（元首相）は、社会民

主党評議会議長に就任。 

・２０日、検事総局は、未成年者による犯罪は２００９年に１１９

５件、２０１０年１―３月期に２８６件であり、増加傾向にあると

発表。 

・２０日、政府庁舎前で若者が集会を行い、ヴァルダニヤン

記者の解放のためフィラト首相が措置を講じるよう要求。 

２．沿ドニエストル 

・１９日、パシェンコ沿ドニエストル「教育相」は、沿ドニエスト

ル当局はベンデリ市のモルドバ文化施設を閉鎖するつもり

はないと発言。ベンデリ市衛生当局も、衛生基準上の問題

により文化施設が閉鎖されるとのモルドバ側報道を否定。モ

ルドバ教育省の情報によると、沿ドニエストル地域には５つ

の文化施設と３つのギムナジウムが存在しており、３、５００名

の児童が通っている。 

３．経済 

・２１日、IMF の世界経済の見通しによると、CIS 諸国が経済

危機より緩やかに脱出しつつあるが、同諸国経済の見通し

は露の経済回復に大きく依存。なお、２０１０年の CIS 諸国の

経済成長率が平均４．０％とされているのに対し、モルドバ

の経済成長率の予測は２．５％、２０１１年においては３．６％

との予測。また、２０１０年のインフレ率は７．７％、２０１１年に

は５．７％との予測。 

・１９日、モルドバガスは、露ガスプロムに対する２００８～２０

０９年分の沿ドニエストル分を除く債務を完済、２０１０年１月

分のガス料金の支払いを完了したと発表。ただし、２月分の

４２０億ドル及び３月分の３１０億ドルは未払い。 
４．外政 

・１９日、レアンカ副首相兼外務欧州統合相は２０日よりベル

リンを訪問する予定であったが、アイスランドの火山噴火の

ため訪問を延期すると発表。 

・２０日、ルプ民主党党首は、ＥＵ・モルドバ連合協定交渉が

今年末までに終了する可能性があると発表。ルプ民主党党

首は、依然として査証制度民主化及びＦＴＡ創設が懸案で

あるものの、ブラッセルのモルドバに対する評価が近年に

ないほど高まっているとコメント。 

・２０日、シューベルＥＵ大使は、公正な競争及び消費者保

護の点から競争保護がモルドバ・ＥＵ連合協定及びＦＴＡ交

渉において重要であると指摘。 

・２１日、レアンカ副首相兼外務欧州統合相は、１９日の公式

訪問を火山噴火のため延期していたストゥブ・フィンランド外

相と電話会談し、二国間関係及びモルドバの欧州統合に関

する問題を協議。 

５．防衛 

▼モスクワにおける戦勝記念日パレード 

・２０日、国防省は、３月２５日にロシア側から戦勝記念日パ

レードへの軍人７０名の参加招待を受けたが、モルドバは経

済的理由のため参加を見送るという公式な返事を主催者側

に送付したと発表。 

・２０日、共産党は、モスクワにおける戦勝記念日パレードに

モルドバ軍を派遣しないとの決定を無責任であると批判。 

・２０日、ルプ民主党党首は、ＡＥＩはまだ本問題に関する最

終的な決定をしていないと強調。７０名の軍人の派遣が予算

を破滅させるというのであればスポンサーを見つけるという

手もある、民主党自体は財政面で支援する用意があると発

言。 

・２１日、フィラト首相は、モルドバ軍はモスクワにおける戦勝

記念日パレードに参加しなければならないと発言。 

・２２日、ＡＥＩは、モルドバ軍をモスクワにおける戦勝記念日

パレードに派遣することを決定。 

 

Ｂ．その他の動き 



モルドバ週報１０-１７ 

 
- 2 - 

 

４／１９ （月） 

・ギンプ大統領代行は、カラウス元国立劇場ディレクターを文

化・科学及び教育担当補佐官に任命。 

４／２２ （木） 

・ルフトハンザ社がキシナウ－ミュンヘン間のフライトを開始。 

・モルドバ軍工兵は、ブルボアカ基地において２４個のクラス

ター弾薬を処分。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と標記しています。 

（了） 


